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研究成果の概要（和文）：イスラーム世界を代表する哲学者・医学者イブン・スィーナー(Ibn Sina=Lat. Avicenna, 1
037年没)の思想の全体的解明に向けて、第一に、彼の主著である『治癒の書』(Kitab al-Shifa’)の形而上学部分をモ
ッラー・サドラー（1640年没）やナラーギー（1794年没）の註釈や数種の現代語訳に基づいて精読し、邦訳と註釈を作
成した。第二に、イブン・スィーナーの思想とギリシア哲学、シリア語圏の思想等との関係を明らかにし、またイスラ
ーム思想史におけるその受容と発展を跡付けるべく、分担者が専門研究をおこない、その成果を発表した。

研究成果の概要（英文）：This is a study of the philosophy of Ibn Sina (Lat. Avicenna, d. 1037), one of 
the most important philosophers and medical scientists in the Islamic world. During the period of study, 
firstly we examined the metaphysical part of his magnum opus "Book of Healing (Kitab al-Shifa')", 
consulting the commentaries written by Mulla Sadra (d. 1640) and Maraqi (d. 1794) with several modern 
translations, and published a Japanese annotated translation of Book One, chapters 3-5. Secondly, we 
investigated the philosophical background of this work and its multiple influence on the later Islamic 
world as well as on the Syriac and Latin Christian worlds.

研究分野： イスラーム哲学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
近年、イスラーム地域の重要性がますます

広く認識されるようになってきているが、
人々の関心はともすれば同地域で起こって
いる紛争やテロに注がれがちである。これに
対して我々は、今日的な問題も含めて、イス
ラーム地域を認識する上でその社会史的・文
化史的研究こそが最も重要であると考えて
きた。また、研究代表者は哲学を中心にイス
ラーム思想の研究を行っているが、その本質
を理解するためには、先行する諸文明からの
影響や周辺世界との比較を視野に入れるこ
とが不可欠であると考えている。このような
問題意識の下に、ギリシア語・シリア語・中
国語圏の思想史や宗教史を専門とする研究
者と共同で、イスラーム哲学の比較思想的解
明を企画するに至ったのである。 
なお、本研究は 2007 年～2010 年に実施し

た科学研究費基盤研究（C）「イブン・スィー
ナー『治癒の書』に関する比較思想史的研究」
（課題番号 19520074）を継続するものとし
て、その成果と問題点を考慮しつつ、企画さ
れたものである。 
 
２．研究の目的 
（１）イブン・スィーナー（1037 年没）は
イスラームを代表する哲学者・医学者である。
彼の重要性は、要するに、イスラーム世界に
ギリシアの諸学問を体系的に導入したこと、
とりわけアリストテレスの思想とイスラー
ム的（一神教的）世界観とを融合し独自の体
系を構築したことにあると言えるだろう。こ
うしてイブン・スィーナーの思想は後のイス
ラーム思想全般の基盤となったばかりでな
く、同時代のユダヤ教・キリスト教思想（シ
リア語圏・ラテン語圏）にも甚大な影響を及
ぼした。本研究が主な対象とする主著『治癒
の書』は論理学・自然学・数学・形而上学・
倫理学を含む大著であり、形而上学を論じた
部分だけでも刊本で 450 頁を超える。ここで
論じられている「存在と本質」、「必然的存在
者」と「可能的存在者」、「世界の発出」など
は、後の哲学・神学における議論の骨格をな
しているといっても過言ではない。そこで本
研究の第一の目的は、『治癒の書』形而上学
の邦訳と厳密な註釈を作成することである。 
（２）以上の作業と並行して、隣接する分野
の研究者が『治癒の書』に関連するそれぞれ
の研究を推進するとともに、その成果を持ち
よって比較検討することで、『治癒の書』の
成立と影響について多面的に解明すること
を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）『治癒の書』の読解と訳註の作成につ
いては、これまでに積み重ねてきた方法を踏
襲する。すなわち、3種類の刊本（カイロ版、
マルムラ版、イスファハーニー版）と、同書
に付されたモッラー・サドラーやナラーギー
等の古註釈と、中世ラテン語訳、仏訳（G. 

Anawati ）、英訳 (M. Marmura) 、伊訳 (A. 
Bertolacci, O. Lizzini)等の現代語訳を参
照しつつ進める。 
（２）刊本の欠陥を補うために海外の図書館
等で『治癒の書』に関するアラビア語写本の
調査を行い、併せて関連文献の収集、海外の
研究者との情報交換を行う。 
（３）研究代表者および分担者がそれぞれの
専門領域における研究を進め、『治癒の書』
対するギリシア哲学の影響、ギリシア思想の
伝達におけるシリア語の重要性、イスラーム
思想史における『治癒の書』の位置づけ、ユ
ダヤ・キリスト教思想への影響などを明らか
にする。 
（４）以上の成果を持ちより比較検討する研
究会を開催する。また、本研究の成果を広く
一般に発信する場として、公開シンポジウム
などを企画する。 
（５）若手研究者や大学院生などの研究会へ
の参加を促し、研究者育成の場となるよう努
力する。 
 
４．研究成果 
（１）本研究期間を通じて定例の研究会を開
催した（第 54 回～第 66 回）。研究会には若
手研究者や大学院生も参加し、厳密なテキス
ト読解と内容に関する多面的な討論を行っ
た。その成果は、下記の〔雑誌論文〕①②⑥
などに現れている。 
（２）小林春夫（研究代表者）は研究期間中、
フランス国立図書館（2012 年 6 月）、ライデ
ン大学図書館（2012 年 8 月）、ベルリン国立
図書館（2013 年 9月）およびフェルドウスィ
ー大学図書館（イラン、2014 年 2月）におい
て文献調査を行い、写本データや関連資料を
多数収集した。 
（３）個別研究の成果として、小林春夫（研
究代表者）はイブン・スィーナーのイスラー
ム哲学史における位置づけについて、最近の
研究動向を踏まえつつ明らかにした。その成
果が下記の〔学会発表〕③④と図書②である。
またイブン・スィーナーの自伝を取り上げて
知的自己形成の視点から詳細に分析したが、
その成果が〔図書〕④である。 
高橋英海（研究分担者）はシリア語圏の哲

学・神学者バルヘブラエウスとイスラーム思
想との関係について多面的に解明した。その
成果は〔雑誌論文〕⑤、〔学会発表〕⑤⑥⑧、
〔図書〕①③⑤に公表されている。また多文
化間の伝達手段としてのシリア語の重要性
を具体的に明らかにしたのが、〔雑誌論文〕
③④、〔学会発表〕①⑦などである。またシ
リア語を媒介としたギリシア哲学のイスラ
ームへの伝承について論じたものが、〔図書〕
④⑥である。 
また小林春夫・高橋英海・仁子寿晴（研究

分担者）は下記の〔その他〕①に示したシン
ポジウム「イスラーム哲学の転換点：イブ
ン・スィーナーをめぐる比較思想の試み」を
企画し、本研究の成果を一般に発信すること



を試みた。 
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